
体育大会に向けて 

赤・白応援団長に 

意気込みをインタビュー！！ 
   今年度、応援団長になった 6年生の 2人に 

インタビューをしました。 

①なぜ、応援団長になったのですか。 

②どんな応援団にしていきたいですか。 

赤組団長 O・Kさん 

①父も小学生の時、赤組の応援団長だったそうで、父が「できるよ」と、

応援してくれたから。 

②やるときは、しっかりとメリハリをつけ、最後には笑顔になれる応援団に

したい。みんなで一緒に、いろいろなことを決めて進んでいきたい。 

白組団長 I・Kさん  

①白組は、ここ４年間負けていて、団長や副団長が悔し涙を流しているのを見て、くやしさを晴らした

いと思ったから。自分の団長として頑張る姿を天国のおばあちゃんに見てほしい、そして、嫌なことが

あると逃げていた自分の弱いところをなおしたいと思ったから。 

②頑張るときと楽しむときの切り替えをしっかりして、仲間を大事にする応援団にしたい。５年ぶりの

白組優勝を目指して、「この団でよかった」とみんなが思う応援団にしたい。 

 

どの学年も、競技やダンスの練習を始めています。どんな体育大会になるの

か楽しみですね。スローガンにあるように、子どもたちみんなが主役です。去年よ

り今年、昨日より今日、と成長する子どもたちの姿を楽しみにしていてください。 

赤組、白組、どちらの応援団も、団長を中心に精一杯の応援を期待しています。 

 

子どもたちの学習について 
今年度の佐賀県学習状況調査(５年生)、全国学力・学習状況調査(６年生)の結果より見えてくるもの 

お子様のご家庭での学習の様子はいかがでしょうか。 

上記の２つの調査から、三根東小学校のよくできていることや課題が見えてきます。 

【よくできていること】 

国語・・・漢字の読み、修飾語等 言語に関する基礎的・基本的な内容 

算数・・・計算、角度やグラフの読みなど基礎的・基本的な内容 

【課題となっていること】 

国語・・・文章を正しく読み、考えたことなどを伝えること。話し手や書き手の伝えようとしている意図をとらえ

ること。情報をメモや図式で整理すること。 

算数・・・表やグラフが表している内容の理解、解き方などを図などを用いて説明すること。 
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「笑顔のみんなが主役  

めざそう最高到達点」 

    10月 21日掲示完了 運営集会委員 

 



数値をみると、全国平均や県平均を上回っている項目もあれば、同等、または下回っている項目もあります。 

今後の取組として、【よくできていること】の力を本校の強みとして、さらに伸ばしていきます。 

基礎的・基本的な内容に関する力の習得は、読んだり、書いたり、繰り返したりすることで身につく力です。

「できた！！」までの回数や時間は、子どもによって違います。失敗しても、まちがってもあきらめずにチャレンジ

する気持ちも大切になってきます。「できた！」が本当の力に定着するように、「もっとできた！！」まで繰り返すこ

とも大切です。 

 【課題となっていること】の力は、基礎的・基本的な力を土台として、培うものです。豊かな想像力、見方を

変えて考えることや新しいことに出会ったときに「なぜだろう？」と思うこと、友達と一緒に試行錯誤しながら考

えたりすること、友達の考えに耳を傾けたり、友達に伝えるための表現方法を工夫することなど。学校でも、こ

の【強み】と【弱み】を考えて、授業を改善し、学習に取り組んでいきます。 

家庭学習は、基礎的・基本的な内容がほとんどです。丁寧に書く・声を出して読む・繰り返し練習するなど。

ご家庭でのお子様の学習の様子を時々見ていただき、ほめていただけると助かります。 

また、学校や家庭、地域で、会話や挨拶、読書などを通して、子どもたちの豊かな表現をささえる語彙力を

増やしていきましょう。歌人、俵万智さんの本に、以下のようなことが書かれていました。 

つかうほど増えてゆくもの かけるほど子が育つもの 答えは言葉 

「使えば使うほど増えてゆくものなーんだ？」のなぞなぞの答えは「言葉」である。お金や時間

やモノは、使えば減ってしまう。でも言葉は興味をもって使っているうちに芋づる式に増えていく

のだ。ドラ探しやなぞなぞやしりとりも。その可愛らしい例だろう。 

また。子どもを植物にたとえるなら、ことばは光であり、水である。かけるほど吸収され、栄養

になっていくというのが実感だった。さらに、成長した時には、かけてやる言葉の質も問われるだ

ろう。肥料のようなものかもしれない。子どもが少しでもいい方向に伸びるような言葉をかけてや

りたいなと思う。              「生きる言葉」俵万智 著 新潮新書より抜粋 
  
外トイレのスリッパ荒らしの犯人は・・・・！？  
外トイレのスリッパは、いつも２足ずつ並んでいます。でも、朝、バラバラになっていた

り、近くの植え込みにあったりして、困っていました。毎日、夕方の見回りのときには、男

女のトイレどちらも２足ずつきちんと並んでいます。 

放課後に、誰かがいたずらしているのか？ そのようなことが続いたので、学校の防犯カメラで確認する

と・・・。犯人の姿がうつっていました。深夜２時すぎ。なんと！犯人は・・・。タヌキでした。しかもタヌキの夫婦。 

以前、テレビ番組で、タヌキが外に置いているゴムぞうりをくわえて、自分の住処にもっていくという放送を

見たことがあります。ゴムぞうりをくわえるのは、たぬきの習性なのでしょうか。 

運動場をまわって、遊具等の確認をしているときに、スリッパを見つけました。プールの先のところで。 

スリッパを置かないことはできないし、置いたらまたタヌキの夫婦にいたずらされるし・・・。どうしたものか！？ 

 

 

外の女子用トイレ 

スリッパがない！ 

スリッパ 発見！ 
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